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身体障害者手帳（1、2級）、療育手帳及び精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの方とその介護者（1名）は200円
お問い合わせ先
〒781-9529　高知市九反田2-1
高知市文化プラザかるぽーと内
横山隆一記念まんが館
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新着図書（2024年11月～2025年1月）

　

今
年
３
月
31
日
か
ら
始

ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
『
あ
ん
ぱ
ん
』
に

ち
な
み
、
高
知
の
生
ん
だ

二
人
の
ま
ん
が
家
、
昭
和

の
ア
イ
ド
ル
「
フ
ク
ち
ゃ

ん
」
の
横
山
隆
一
と
、
国

民
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
の
や
な
せ

た
か
し
を
テ
ー
マ
に
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

二
人
は
同
じ
旧
制
城
東

中
学
校
（
現
・
高
知
追
手

前
高
校
）
の
卒
業
で
す
。

や
な
せ
は
、
旧
制
中
学
時

代
に
、
高
知
で
開
催
さ
れ

た
横
山
隆
一
ら
〈
新
漫
画

派
集
団
〉
展
を
見
た
こ
と

や
、
同
級
生
の
姉
が
横
山

隆
一
の
妻
で
、
彼
か
ら
伝

え
聞
い
た
“
ま
ん
が
家
の

生
活
”
に
興
味
を
い
だ
き
、

将
来
の
職
業
の
選
択
肢
と

し
て
ま
ん
が
家
を
考
え
始

め
た
と
い
い
ま
す
。
プ
ロ

に
な
っ
た
後
も
、
や
な
せ

に
と
っ
て
隆
一
は
憧
れ
の

人
。
二
人
の
関
わ
り
合
い

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
彼

ら
の
自
伝
を
も
と
に
故

郷
・
高
知
な
ら
で
は
の
作

品
紹
介
を
し
ま
す
。

　

博
物
館
の
第
一
の
存
在
意
義
は
、
そ
こ
に
あ
る
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
、
物
や
記

憶
や
記
録
や
自
然
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
働
く
者

は
、1
0
0
年
後
、2
0
0
年
後
に
伝
え
る
べ
き
モ
ノ
を
バ
ト
ン
と
し
て
運
ぶ
リ
レ
イ
ヤ
ー

だ
。
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
は
開
館
か
ら
20
年
以
上
た
っ
た
が
、
未
整
理
の
資
料
が
沢

山
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
心
残
り
で
は
あ
る
が
、
後
は
次
の
方
に
託
す
こ
と
に
な
る
。

　

当
館
で
の
10
年
間
の
在
職
中
に
は
、
多
く
の
皆
様
に
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
今
後
と
も
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

館
長
・
田
所
菜
穂
子

　

2
0
2
4
年
12
月
21
日（
土
）に
、
冬
の
ま
ん
が
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ん
が
で
遊
ぼ

う
！ 

プ
レ
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
テ
レ
ビ
で
宣
伝
を
行
っ
た
効
果
か
、
当
日
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
の
ま
ん
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
２
は
ほ
ぼ
常
時

満
席
の
状
態
で
、急
遽
ま
ん
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
１
に
も
工
作
机
を
設
け
対
応
す
る
な
ど
し
、

総
勢
82
名
の
参
加
者
に
工
作
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
1
0
0
人
参
加
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
会
場
を
考
え
ま
す
。
ま
た

ぜ
ひ
あ
そ
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

2
0
2
5
年
２
月
、
高
知
漫
画
集
団
と
高
知
漫
画
グ
ル
ー
プ
く
じ
ら
の
会
に
よ
る

合
同
作
品
展
「
ま
ん
が
・
漫
画
・
マ
ン
ガ
展
！
2
0
2
5
」
を
開
催
、
会
場
は
平
面
か

ら
立
体
ま
で
約
3
0
0
点
の
多
彩
な“
ま
ん
が
”が
並
び
ま
し
た
。

　

交
流
コ
ー
ナ
ー
に
は
県
内
外
か
ら
の
応
募
が
あ
っ
た
ほ
か
、

ス
イ
ス
の
方
が
ま
と
め
た
お
遍
路
ま
ん
が
を
N
P
O
法
人
お
遍

路
ラ
ボ
か
ら
紹
介
い
た
だ
き
、
参
考
出
品
と
し
て
展
示
・
公
開

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
会
場
で
絵
を
描
い
て
展
示
す
る
参
加
コ
ー

ナ
ー
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
を
描
こ
う
！
」
に
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ
れ
は
食
べ
て
み
た

い
! 

と
思
う
パ
ン
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
パ
ン
・
絶
対
食
べ
た
く

な
い
パ
ン
ま
で
、“
横
山
隆
一
記
念
パ
ン
屋
さ
ん
”
に
大
変
賑
や

か
に
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

Vol.90

フクちゃん 横 山 隆 一
（1968年）

新年度になれば
小学一年生のラ
ンドセルは黄色
に染まる。
フクちゃん柄が

描かれていた期間が３年あった
が、大きな力が働いて青色のキャ
ラクターに変えられてしまった。
あまり知られていないが、フク
ちゃんは「高知市観光PRキャラク
ター」でもある。まんが王国・土佐
の源流を作った横山隆一。彼を顕
彰する施設を持つ高知市のランド
セルカバーは、ぜひフクちゃんを
採用してほしいと思う。名残はフ
クちゃんの描かれた横断旗を大事
に使い続けてくださっているのを
見かけることである。見かけた人
に幸運が訪れますように。(大)

高知出身まんが家
『令嬢だって甘々な恋がしたい‼』
アンソロジーコミック　 
 森野きこり　他

『首都高SPL』11巻　楠みちはる
『きんこん土佐日記』14巻　 
 村岡マサヒロ

『クロシオカレント』3巻　 
 こかむも
オススメピックアップ！

『これ描いて死ね』1～6巻　 
 とよ田みのる

『女の園の星』4巻　和山やま
『ダイヤモンドの功罪』6～7巻 
 　平井大橋

その他、続々入荷中！

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
ま
ん
が
関
連
博
物
館

と
現
代
ま
ん
が
に
通
ず
る
基
礎
を
作
っ
た
組

織
「
漫
画
集
団
」
に
焦
点
を
当
て
た
全
国
巡

回
展
を
開
催
す
べ
く
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
２
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
公
立
美

術
館
共
同
巡
回
展
「
こ
れ
が
漫
画
！
展
」
を

令
和
７
年
５
月
よ
り
順
次
開
催
し
ま
す
。

　

巡
回
展
は
、
北
沢
楽
天
、
横
山
隆
一
、
那

須
良
輔
の
３
人
の
作
品
を
中
心
に
、
明
治
か

ら
昭
和
に
か
け
て
の
ま
ん
が
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
北
沢
楽
天
は
、
日
本
初
の

職
業
ま
ん
が
家
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

「
漫
画
」
と
い
う
用
語
が
広
く
一
般
に
普
及
す

る
の
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
那
須
良
輔
は
、
昭
和
初
期
に
児
童

ま
ん
が
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
ち
、
戦

後
に
似
顔
絵
を
用
い
た
風
刺
漫
画
の
連
載
を

長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
ま
し
た
。

　

展
示
は
３
章
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
当
館

は
朝
日
新
聞
で
連
載
し
た
「
フ
ク
チ
ャ
ン
」

の
原
画
を
中
心
に
し
た
第
２
章
「
戦
争
と
漫

画
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
各
館
で
し
か
展

示
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
足
を

運
べ
る
方
は
ぜ
ひ
全
館
制
覇
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
北
沢
楽
天
の
関
連
施
設
で
あ
る
、
さ

い
た
ま
市
立
漫
画
会
館
で
は
2
0
2
6
年
２

月
に
開
催
予
定
で
す
。

公
立
美
術
館
共
同
巡
回
展

「
こ
れ
が
漫
画
！
展
」

２
０
２
５
年
３
月
末 

退
任
ご
挨
拶

大
盛
況
！
「
プ
レ
ク
リ
ス
マ
ス
」

「
ま
ん
が
・
漫
画
・
マ
ン
ガ
展
！
2
0
2
5
」
の

会
場
は
た
く
さ
ん
の
パ
ン
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

たくさんのパンに店主も大喜びでした

湯
前
ま
ん
が
美
術
館（
熊
本
県
）

　

●
2
0
2
5
年
５
月
24
日（
土
）～
７
月
６
日（
日
）

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
熊
本
県
）

　

●
2
0
2
5
年
８
月
１
日（
金
）～
８
月
28
日（
木
）

横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館（
高
知
県
）

　

●
2
0
2
5
年
９
月
13
日（
土
）～
11
月
４
日（
火
）

勝
央
美
術
文
学
館（
岡
山
県
）

　

●
2
0
2
5
年
11
月
22
日（
土
）～
12
月
７
日（
日
）

開催期間●2025年３月８日（土）～８月31日（日）
場　所●横山隆一記念まんが館企画展示室
時　間●９：30～17：30（最終入場は17：00まで）
休館日●  月曜日　ただし祝日・振替休日は開館 

６月３日～６日は展示替えのため休止
観覧料●  一般500円（400円）、中高生300円（240円）、

小学生200円（160円）
　　　　※常設展と共通チケット
　　　　※（　）内は団体（20名以上）または、学校利用料金
　　　　※  65歳以上の方及び身体障害者手帳（１，2

級）、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳
をお持ちの方とその介護者１名は半額料金

主　催●高知市　横山隆一記念まんが館
主　管●公益財団法人高知市文化振興事業団
共　催●香美市立やなせたかし記念館

 ©やなせたかし

伝「やなせたかしと
横山隆一」展

横山隆一記念まんが館　特別企画展



　令和七年の今年は昭和百年にあたる。
　昭和前半生まれの人にとっての百年前は江戸時代だ。令
和生まれの子どもにとって、昭和はそれほどの昔になった。
　そんな昭和の戦前・戦中・戦後・高度成長期を通して、
多くの日本国民に愛されてきたまんがの人気キャラクター
が、横山隆一のフクちゃんである。新聞の４コマまんがで
登場したフクちゃんは、大人から子どもまで、全ての年代
の人々に愛されていた。
　そして、昭和生まれながら、多くの人たちに認知された
のは平成に入ってから、という新たな人気キャラクターが、
やなせたかしのアンパンマンである。アンパンマンは、幼
稚園・保育園の園児たちからの支持を受け、日本で子ども
のいる家庭での存在感は圧倒的だ。
　時代を代表するようなキャラクターを生んだ、横山隆一
とやなせたかしは共に高知県出身。
　隆一は1909（明治43）年生まれ、やなせは1919（大正8）
年生まれで、隆一はやなせの10歳先輩である。
　隆一の通った中学、旧制城東中学（現・高知追手前高校）
にやなせも通った。やなせの父は出版社や新聞社に勤めて
いたこともあり、家には沢山の本や雑誌があったという。
中学時代のやなせが、そのモダンさにあこがれた雑誌「新
青年」に、隆一も挿絵を描いている。中学卒業後、親せき
を頼って上京した隆一は、20歳過ぎから投稿漫画で認めら
れ、22歳の頃には「新青年」の挿絵の常連であり、同年代
のまんが家を志す仲間と〈新漫画派集団〉を結成している。
この集団の活躍ぶりを、高知の中学生のやなせも知ってい
た。
　その〈新漫画派集団〉が高知で大規模な展覧会を開いた。
集団の稼ぎ頭、隆一の故郷だからであろう。中学生のやな
せは、その展覧会を見て、こんな簡単な絵なら自分でも描
けると思ったということ
も、よく語っている。当
館に当時の作品は見当た
らないが、展示作品リス
トが載った新聞の切り抜
きが残っている。やなせ
の将来に影響を与えた一
つのきっかけだろう。
　隆一は26歳で、中学時
代の親友・稲垣敏行の妹
と 結 婚 し た。 そ の 直 後、
東京朝日新聞に「江戸ッ
子健ちゃん」という４コ
マまんがの連載を依頼さ
れ、その作品は人気を呼
び、実写映画化もされた。
　やなせの同級生に、稲
垣氏の弟がいた。彼から、
隆一が映画の撮影現場で
女優さんたちに囲まれて
いる写真などを見せても
らい、「まんが家とはなん
といい職業だろう」と思っ
たとも書き残している。

　その後、進学・就職・戦争と紆余曲折ありながら、やな
せはまんが家となった。
　身近に目標とできる先輩がいたということは大きい。
　ところで、高知はまんが王国・土佐と標榜しているが、
これは戦後のまんが界を席巻していた〈漫画集団〉が、隆
一に率いられ、高知を何回か訪問したことに刺激を受けて、
アマチュア・セミプロでまんがを描いていた人たちが集団
を結成して切磋琢磨していたことに始まる。漫画集団が来
高した際には小型飛行機を飛ばして歓迎するほど県民挙げ
て熱狂的であったらしい。そして、アマチュアまんが家た
ちに発表の場を与えていたのは高知新聞の投稿欄だったと
言ってもいい。
　高知のまんが文化に刺激を与えていたのは、まんが界の
中心にいた隆一の存在と「高知新聞」で、その高知新聞社
には、隆一の中学時代の先輩で親友だった青山茂がいた。
　青山茂は終戦直後に高知新聞社が発行した『月刊高知』
の編集長で、やなせはその編集部に配属されていた。
　高知新聞を１年で退職したやなせを、三越宣伝部に採用
してくれたのが、高知出身の重役・井上慶吉である。井上
のもと、東京の第一線で活躍していた高知ゆかりの文化人
たちの集まり〈南風会〉に、やなせも加わっている。南風
会は同人誌「南風」を出版し、井上は経済的援助をしていた。
創刊は1953（昭和28）年新春。雑誌には高知出身やゆかり
の作家、文化人が毎号10名程度、文章などを寄せる。やな
せは三越を退社する前後で、創刊号からカット類を手掛け
ている。隆一も表紙を担当したり、短文を寄せたりしている。
この南風を通じて、隆一も絵描きとしてやなせを認識して
いただろう。その後、隆一らが率いる〈漫画集団〉に、や
なせも参加させてもらっているが、だれでもが知っている
ヒット作がない、とやなせは劣等感を持っていた。
　アンパンマンがブレイクしたのが70歳代と遅咲きのやな
せたかし。故郷・高知の人の縁は、確かにまんが家やなせ
たかしを導いていた。

 館長　田所菜穂子

やなせたかしと隆一とまんがと高知

「くじらの鼻歌」創刊号より　©やなせたかし

漫画展の展示作品リストが載った
新聞記事

4
コ
マ
ま
ん
が
大
賞

「
叫
び
」�

浅
沼
ひ
ろ
ゆ
き

「
進
化
」�

P
．N
．豊
村
真
理

「
安
全
運
転
」�
小
林
尚
武

「
ガ
ム
を
た
べ
た
ら
…
」�

市
川
す
ず

「
猛
暑
」�

市
川
香
保
子

「
長
～
い
！ 

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」�

杉
藤
美
優

「
お
は
な
だ
ヨ
」�

P
．N
．グ
ル
グ
ル
ち
ゃ
ん

「
な
ん
だ
こ
れ
？
」�

P
．N
．ニ
シ
ダ
ー

第20回
まんがの日
記念

作
品
展
の
報
告
と
次
回
募
集
開
始
に
つ
い
て

　
「
第
20
回
4
コ
マ

ま
ん
が
大
賞
」
に

応
募
い
た
だ
い
た
作

品
の
う
ち
、
入
賞
作
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。
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。
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れ
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。
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項
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。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
賞
　
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

ギ
ャ
ラ
リ
ー
賞
　
一
般
部
門

期　

間
●
2
0
2
4
年
12
月
14
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　
　

2
0
2
5
年
1
月
13
日（
月
・
祝
）

場　

所
●
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館 

企
画
展
示
室



　令和七年の今年は昭和百年にあたる。
　昭和前半生まれの人にとっての百年前は江戸時代だ。令
和生まれの子どもにとって、昭和はそれほどの昔になった。
　そんな昭和の戦前・戦中・戦後・高度成長期を通して、
多くの日本国民に愛されてきたまんがの人気キャラクター
が、横山隆一のフクちゃんである。新聞の４コマまんがで
登場したフクちゃんは、大人から子どもまで、全ての年代
の人々に愛されていた。
　そして、昭和生まれながら、多くの人たちに認知された
のは平成に入ってから、という新たな人気キャラクターが、
やなせたかしのアンパンマンである。アンパンマンは、幼
稚園・保育園の園児たちからの支持を受け、日本で子ども
のいる家庭での存在感は圧倒的だ。
　時代を代表するようなキャラクターを生んだ、横山隆一
とやなせたかしは共に高知県出身。
　隆一は1909（明治43）年生まれ、やなせは1919（大正8）
年生まれで、隆一はやなせの10歳先輩である。
　隆一の通った中学、旧制城東中学（現・高知追手前高校）
にやなせも通った。やなせの父は出版社や新聞社に勤めて
いたこともあり、家には沢山の本や雑誌があったという。
中学時代のやなせが、そのモダンさにあこがれた雑誌「新
青年」に、隆一も挿絵を描いている。中学卒業後、親せき
を頼って上京した隆一は、20歳過ぎから投稿漫画で認めら
れ、22歳の頃には「新青年」の挿絵の常連であり、同年代
のまんが家を志す仲間と〈新漫画派集団〉を結成している。
この集団の活躍ぶりを、高知の中学生のやなせも知ってい
た。
　その〈新漫画派集団〉が高知で大規模な展覧会を開いた。
集団の稼ぎ頭、隆一の故郷だからであろう。中学生のやな
せは、その展覧会を見て、こんな簡単な絵なら自分でも描
けると思ったということ
も、よく語っている。当
館に当時の作品は見当た
らないが、展示作品リス
トが載った新聞の切り抜
きが残っている。やなせ
の将来に影響を与えた一
つのきっかけだろう。
　隆一は26歳で、中学時
代の親友・稲垣敏行の妹
と 結 婚 し た。 そ の 直 後、
東京朝日新聞に「江戸ッ
子健ちゃん」という４コ
マまんがの連載を依頼さ
れ、その作品は人気を呼
び、実写映画化もされた。
　やなせの同級生に、稲
垣氏の弟がいた。彼から、
隆一が映画の撮影現場で
女優さんたちに囲まれて
いる写真などを見せても
らい、「まんが家とはなん
といい職業だろう」と思っ
たとも書き残している。

　その後、進学・就職・戦争と紆余曲折ありながら、やな
せはまんが家となった。
　身近に目標とできる先輩がいたということは大きい。
　ところで、高知はまんが王国・土佐と標榜しているが、
これは戦後のまんが界を席巻していた〈漫画集団〉が、隆
一に率いられ、高知を何回か訪問したことに刺激を受けて、
アマチュア・セミプロでまんがを描いていた人たちが集団
を結成して切磋琢磨していたことに始まる。漫画集団が来
高した際には小型飛行機を飛ばして歓迎するほど県民挙げ
て熱狂的であったらしい。そして、アマチュアまんが家た
ちに発表の場を与えていたのは高知新聞の投稿欄だったと
言ってもいい。
　高知のまんが文化に刺激を与えていたのは、まんが界の
中心にいた隆一の存在と「高知新聞」で、その高知新聞社
には、隆一の中学時代の先輩で親友だった青山茂がいた。
　青山茂は終戦直後に高知新聞社が発行した『月刊高知』
の編集長で、やなせはその編集部に配属されていた。
　高知新聞を１年で退職したやなせを、三越宣伝部に採用
してくれたのが、高知出身の重役・井上慶吉である。井上
のもと、東京の第一線で活躍していた高知ゆかりの文化人
たちの集まり〈南風会〉に、やなせも加わっている。南風
会は同人誌「南風」を出版し、井上は経済的援助をしていた。
創刊は1953（昭和28）年新春。雑誌には高知出身やゆかり
の作家、文化人が毎号10名程度、文章などを寄せる。やな
せは三越を退社する前後で、創刊号からカット類を手掛け
ている。隆一も表紙を担当したり、短文を寄せたりしている。
この南風を通じて、隆一も絵描きとしてやなせを認識して
いただろう。その後、隆一らが率いる〈漫画集団〉に、や
なせも参加させてもらっているが、だれでもが知っている
ヒット作がない、とやなせは劣等感を持っていた。
　アンパンマンがブレイクしたのが70歳代と遅咲きのやな
せたかし。故郷・高知の人の縁は、確かにまんが家やなせ
たかしを導いていた。

 館長　田所菜穂子

やなせたかしと隆一とまんがと高知

「くじらの鼻歌」創刊号より　©やなせたかし

漫画展の展示作品リストが載った
新聞記事
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館 の ご 案 内

横山隆一記念まんが館へは、
高知市文化プラザかるぽーと
３階の入口よりご入場ください。

横山隆一記念まんが館館報 Vol.90 ●発行日　2025年3月14日　●発行　横山隆一記念まんが館

う
ち

わ
開館時間 9：00～18：00
休 館 日 毎週月曜日（祝日・振替休日の場合は開館）
 年末年始（12月28日～１月４日）
常設展示観覧料
一般410円
団体（20名以上）320円・65歳以上200円・高校生以下無料
身体障害者手帳（1、2級）、療育手帳及び精神障害者保
健福祉手帳をお持ちの方とその介護者（1名）は200円
お問い合わせ先
〒781-9529　高知市九反田2-1
高知市文化プラザかるぽーと内
横山隆一記念まんが館
TEL：088-883-5029
FAX：088-883-5049
URL：https://www.kfca.jp/mangakan/
E-mail：mangakan@kfca.jp

新着図書（2024年11月～2025年1月）

　

今
年
３
月
31
日
か
ら
始

ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
『
あ
ん
ぱ
ん
』
に

ち
な
み
、
高
知
の
生
ん
だ

二
人
の
ま
ん
が
家
、
昭
和

の
ア
イ
ド
ル
「
フ
ク
ち
ゃ

ん
」
の
横
山
隆
一
と
、
国

民
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
の
や
な
せ

た
か
し
を
テ
ー
マ
に
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

二
人
は
同
じ
旧
制
城
東

中
学
校
（
現
・
高
知
追
手

前
高
校
）
の
卒
業
で
す
。

や
な
せ
は
、
旧
制
中
学
時

代
に
、
高
知
で
開
催
さ
れ

た
横
山
隆
一
ら
〈
新
漫
画

派
集
団
〉
展
を
見
た
こ
と

や
、
同
級
生
の
姉
が
横
山

隆
一
の
妻
で
、
彼
か
ら
伝

え
聞
い
た
“
ま
ん
が
家
の

生
活
”
に
興
味
を
い
だ
き
、

将
来
の
職
業
の
選
択
肢
と

し
て
ま
ん
が
家
を
考
え
始

め
た
と
い
い
ま
す
。
プ
ロ

に
な
っ
た
後
も
、
や
な
せ

に
と
っ
て
隆
一
は
憧
れ
の

人
。
二
人
の
関
わ
り
合
い

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
彼

ら
の
自
伝
を
も
と
に
故

郷
・
高
知
な
ら
で
は
の
作

品
紹
介
を
し
ま
す
。

　

博
物
館
の
第
一
の
存
在
意
義
は
、
そ
こ
に
あ
る
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
、
物
や
記

憶
や
記
録
や
自
然
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
働
く
者

は
、1
0
0
年
後
、2
0
0
年
後
に
伝
え
る
べ
き
モ
ノ
を
バ
ト
ン
と
し
て
運
ぶ
リ
レ
イ
ヤ
ー

だ
。
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
は
開
館
か
ら
20
年
以
上
た
っ
た
が
、
未
整
理
の
資
料
が
沢

山
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
心
残
り
で
は
あ
る
が
、
後
は
次
の
方
に
託
す
こ
と
に
な
る
。

　

当
館
で
の
10
年
間
の
在
職
中
に
は
、
多
く
の
皆
様
に
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
今
後
と
も
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

館
長
・
田
所
菜
穂
子

　

2
0
2
4
年
12
月
21
日（
土
）に
、
冬
の
ま
ん
が
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ま
ん
が
で
遊
ぼ

う
！ 

プ
レ
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
テ
レ
ビ
で
宣
伝
を
行
っ
た
効
果
か
、
当
日
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
が
や
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
の
ま
ん
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
２
は
ほ
ぼ
常
時

満
席
の
状
態
で
、急
遽
ま
ん
が
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
１
に
も
工
作
机
を
設
け
対
応
す
る
な
ど
し
、

総
勢
82
名
の
参
加
者
に
工
作
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
1
0
0
人
参
加
が
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
会
場
を
考
え
ま
す
。
ま
た

ぜ
ひ
あ
そ
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

2
0
2
5
年
２
月
、
高
知
漫
画
集
団
と
高
知
漫
画
グ
ル
ー
プ
く
じ
ら
の
会
に
よ
る

合
同
作
品
展
「
ま
ん
が
・
漫
画
・
マ
ン
ガ
展
！
2
0
2
5
」
を
開
催
、
会
場
は
平
面
か

ら
立
体
ま
で
約
3
0
0
点
の
多
彩
な“
ま
ん
が
”が
並
び
ま
し
た
。

　

交
流
コ
ー
ナ
ー
に
は
県
内
外
か
ら
の
応
募
が
あ
っ
た
ほ
か
、

ス
イ
ス
の
方
が
ま
と
め
た
お
遍
路
ま
ん
が
を
N
P
O
法
人
お
遍

路
ラ
ボ
か
ら
紹
介
い
た
だ
き
、
参
考
出
品
と
し
て
展
示
・
公
開

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
会
場
で
絵
を
描
い
て
展
示
す
る
参
加
コ
ー

ナ
ー
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
を
描
こ
う
！
」
に
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
こ
れ
は
食
べ
て
み
た

い
! 

と
思
う
パ
ン
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
パ
ン
・
絶
対
食
べ
た
く

な
い
パ
ン
ま
で
、“
横
山
隆
一
記
念
パ
ン
屋
さ
ん
”
に
大
変
賑
や

か
に
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

Vol.90

フクちゃん 横 山 隆 一
（1968年）

新年度になれば
小学一年生のラ
ンドセルは黄色
に染まる。
フクちゃん柄が

描かれていた期間が３年あった
が、大きな力が働いて青色のキャ
ラクターに変えられてしまった。
あまり知られていないが、フク
ちゃんは「高知市観光PRキャラク
ター」でもある。まんが王国・土佐
の源流を作った横山隆一。彼を顕
彰する施設を持つ高知市のランド
セルカバーは、ぜひフクちゃんを
採用してほしいと思う。名残はフ
クちゃんの描かれた横断旗を大事
に使い続けてくださっているのを
見かけることである。見かけた人
に幸運が訪れますように。(大)

高知出身まんが家
『令嬢だって甘々な恋がしたい‼』
アンソロジーコミック　 
 森野きこり　他

『首都高SPL』11巻　楠みちはる
『きんこん土佐日記』14巻　 
 村岡マサヒロ

『クロシオカレント』3巻　 
 こかむも
オススメピックアップ！

『これ描いて死ね』1～6巻　 
 とよ田みのる

『女の園の星』4巻　和山やま
『ダイヤモンドの功罪』6～7巻 
 　平井大橋

その他、続々入荷中！

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
ま
ん
が
関
連
博
物
館

と
現
代
ま
ん
が
に
通
ず
る
基
礎
を
作
っ
た
組

織
「
漫
画
集
団
」
に
焦
点
を
当
て
た
全
国
巡

回
展
を
開
催
す
べ
く
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
２
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
公
立
美

術
館
共
同
巡
回
展
「
こ
れ
が
漫
画
！
展
」
を

令
和
７
年
５
月
よ
り
順
次
開
催
し
ま
す
。

　

巡
回
展
は
、
北
沢
楽
天
、
横
山
隆
一
、
那

須
良
輔
の
３
人
の
作
品
を
中
心
に
、
明
治
か

ら
昭
和
に
か
け
て
の
ま
ん
が
に
つ
い
て
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
北
沢
楽
天
は
、
日
本
初
の

職
業
ま
ん
が
家
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

「
漫
画
」
と
い
う
用
語
が
広
く
一
般
に
普
及
す

る
の
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
那
須
良
輔
は
、
昭
和
初
期
に
児
童

ま
ん
が
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
ち
、
戦

後
に
似
顔
絵
を
用
い
た
風
刺
漫
画
の
連
載
を

長
期
に
わ
た
っ
て
続
け
ま
し
た
。

　

展
示
は
３
章
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
当
館

は
朝
日
新
聞
で
連
載
し
た
「
フ
ク
チ
ャ
ン
」

の
原
画
を
中
心
に
し
た
第
２
章
「
戦
争
と
漫

画
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
各
館
で
し
か
展

示
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
足
を

運
べ
る
方
は
ぜ
ひ
全
館
制
覇
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
北
沢
楽
天
の
関
連
施
設
で
あ
る
、
さ

い
た
ま
市
立
漫
画
会
館
で
は
2
0
2
6
年
２

月
に
開
催
予
定
で
す
。

公
立
美
術
館
共
同
巡
回
展

「
こ
れ
が
漫
画
！
展
」

２
０
２
５
年
３
月
末 

退
任
ご
挨
拶

大
盛
況
！
「
プ
レ
ク
リ
ス
マ
ス
」

「
ま
ん
が
・
漫
画
・
マ
ン
ガ
展
！
2
0
2
5
」
の

会
場
は
た
く
さ
ん
の
パ
ン
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

たくさんのパンに店主も大喜びでした

湯
前
ま
ん
が
美
術
館（
熊
本
県
）

　

●
2
0
2
5
年
５
月
24
日（
土
）～
７
月
６
日（
日
）

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
熊
本
県
）

　

●
2
0
2
5
年
８
月
１
日（
金
）～
８
月
28
日（
木
）

横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館（
高
知
県
）

　

●
2
0
2
5
年
９
月
13
日（
土
）～
11
月
４
日（
火
）

勝
央
美
術
文
学
館（
岡
山
県
）

　

●
2
0
2
5
年
11
月
22
日（
土
）～
12
月
７
日（
日
）

開催期間●2025年３月８日（土）～８月31日（日）
場　所●横山隆一記念まんが館企画展示室
時　間●９：30～17：30（最終入場は17：00まで）
休館日●  月曜日　ただし祝日・振替休日は開館 

６月３日～６日は展示替えのため休止
観覧料●  一般500円（400円）、中高生300円（240円）、

小学生200円（160円）
　　　　※常設展と共通チケット
　　　　※（　）内は団体（20名以上）または、学校利用料金
　　　　※  65歳以上の方及び身体障害者手帳（１，2

級）、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳
をお持ちの方とその介護者１名は半額料金

主　催●高知市　横山隆一記念まんが館
主　管●公益財団法人高知市文化振興事業団
共　催●香美市立やなせたかし記念館

 ©やなせたかし

伝「やなせたかしと
横山隆一」展

横山隆一記念まんが館　特別企画展
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